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基本情報

団体名　一般社団法人 ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン（L INK- J）
所在地　〒 103 - 0022 東京都中央区日本橋室町 3-3-9　日本橋アイティビル 2階

L INK-Jとは？

•  2016年 3月に三井不動産株式会社がアカデミアと産業界の方々と設立した一般社団法人。
• 江戸時代から続く、創薬の街「日本橋」を拠点とし、日本全国および世界と連携する。
•  医療・個別化医療・創薬・医療機器・ヘルスケア ITをはじめ、予防・未病・健康長寿など広義のライフサイエンス 
研究・産業に関わる「産」「官」「学」「ベンチャー」「個人」を対象とする。

• ライフサイエンス領域での「オープンイノベーションの促進」と「エコシステムの構築」を目的とする。
• 目的を実現するために、「交流・連携」および「育成・支援」事業を行っている。

STEP 3「育つ」

● アクセラレーション
   プログラムの支援

● 専門家による無料相談室
の実施

● 多分野の学生による連携
支援

STEP 4「はばたく」

● ベンチャーキャピタル 
からの資金調達

● 事業会社とベンチャー 
企業とのアライアンスを
目的としたマッチング 
イベントの実施

●ピッチイベントの開催

大学
研究機関

大企業

ベンチャー

ベンチャー
キャピタル

省庁

医療機関

自治体
事業アイディア
エコシステム

「コミュニティ」の構築

ヒトと情報が結合する
仕掛け（ソフト）

「場」の整備

ヒトと情報が集う空間
（ハード）に
テナントを誘致

育成・支援

STEP 1「集まる」

●会員組織として「集まる」

●テナントとして「集まる」

STEP 2「つながる」

● 会員、テナント、サポー
ターなどの専門家を巻き
込んだネットワーキング
イベントの開催

● 情報交換を目的とした 
シンポジウムの開催

●キャリアフォーラムの開催

交流・連携
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　　　　　　　　　テナントとして「集まる」

ライフサイエンスビルシリーズ（東京日本橋、大阪）にオフィスがある企業や団体は約154（2022年 3月 時点）。
企業や団体、アカデミアに至るまでの幅広いプレイヤーが集結しているため、コミュニケーションの機会が増加しています。

非営利団体（34）

大学（12） 東北大学、京都大学、大阪大学、慶應義塾大学　、UC San Diego 等

公的機関（4）

厚生労働省委託「医療系ベンチャー・トータルサポート事業」事務局　
東京都（東京都医工連携イノベーションセンター）
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） 創薬戦略部東日本統括部
国立研究開発法人理化学研究所（AIPセンター）※１

学会（1） 日本再生医療学会（ JSRM）

医療・医薬品関連団体（14） 日本製薬工業協会（製薬協）、日本製薬団体連合会（日薬連）
再生医療イノベーションフォーラム（FIRM）　等

事業化支援団体（3） ディー・アイ・エー・ジャパン、バイオ産業情報化コンソーシアム（ JBIC）、
日本医工ものづくりコモンズ　等

民間企業（120）

バイオ・医薬品・再生医療（48） Delta-Fly Pharma、クオリプス、ヒューマンライフコード、モダリス、ルカ・サイエンス　等

医療機器・検査機器（21） Biomedical Solutions、サスメド 等

医療 I T・サービス（21） Ubie、オリィ研究所、フォーネスライフ　等

ベンチャーキャピタル・
アクセラレーター（10） Beyond Next Ventures、MedVenture Partners、INDEE JAPAN  等

コンサルティング・支援事業（20） 辻丸国際特許事務所、プレモパートナー 等

（注） 日本橋ライフサイエンスビルシリーズに加え、日本橋一丁目ビルディング、日本橋本町 YSビル、室町東三井ビルディング、ライフサイエンスハブウエスト（大
阪）を含む　2022年3月末日時点契約済、サービスオフィスに関しては利用申込済のテナントを記載

（注）サービスオフィス個人利用契約も含む　

交流・連携　　　　　　　　  L INK-J会員として「集まる」

2016年 8月の会員募集開始から 5年で法人・個人合わせて 562の会員が登録しており（2022年 3月時点）、法人
会員が 422社、個人会員は 140名となっている（法人会員の内訳は下記、円グラフを参照）。
国内外のライフサイエンス関連ベンチャー、ビジネス支援者、大企業などが多く、大学や国立研究開発法人などの研
究機関や、自治体なども登録し、幅広くネットワークを拡大している。
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ベンチャー企業
非営利団体

355社

個人 140名

産
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1 日本橋ライフサイエンスビルディング
2 日本橋ライフサイエンスビルディング 2
3 日本橋ライフサイエンスビルディング3
（旧：東硝ビル）

4 日本橋ライフサイエンスビルディング4
5 日本橋ライフサイエンスビルディング5
（旧：日本橋本町三丁目ビル）

6 日本橋ライフサイエンスビルディング6
7 日本橋ライフサイエンスビルディング7
（旧：上野ビル）

8 日本橋ライフサイエンスビルディング 8
9 日本橋ライフサイエンスビルディング 9

10 日本橋ライフサイエンスビルディング10
11 日本橋ライフサイエンスビルディング11
12 日本橋ライフサイエンスハブ
13 GLOBAL L IFESCIENCE HUB
14 福島ビル
15 MFPR日本橋本町ビル

東京日本橋におけるライフサイエンスビルシリーズ

東京日本橋には、江戸時代から今に至るまで、我が国を代表する医薬品企業が集積しており、ライフサイエンスの「知」が集まっている。
三井不動産は、「くすりの街」に隣接した地にライフサイエンスビルシリーズを多数展開している。

三井不動産 LINK-J拠点 製薬協会員会社 業界団体
2022年 3月時点
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　　　　　　　　マッチングやピッチで「はばたく」

L INK- Jはライフサイエンス分野の起業を支援するアクセラレーションプログラムの活動支援や海外イベントへの誘
致に対して積極的に取り組んでいます。

キャリアフォーラム・マッチング

スタートアップ企業と若手研究
者が、より効率的に出会える場
を提供。「若手研究者のための
スタートアップによるキャリア
フォーラム」（2020 -）

再生医療、細胞治療、遺伝子
治療他、先端医療にかかわる
諸団体、個人の方々のパートナ
リング活動を支援
「Advanced Therapy Showcase 
in Tokyo」（2021- ）

ピッチコンテスト・ライフサイエンス賞
ピッチコンテストを実施し、ベンチャー企業の育成と発展を支援。アクセラレーションプログラム「Brave」ではラ
イフサイエンス賞を授与。受賞者は米国サンディエゴで開催される BIOCOM Global Partering Conferenceへ誘致。

メドテック・イノベーション シ
ンポジウム＆ピッチ（2018 - ）
では毎年ピッチコンテストで審
査員による入賞者を輩出。
「（株）Al ivas」（2018）
「アドリアカイム（株）」（2019）
「（株）テクリコ」（2020）

「横山構造生物学研究所」
（2016） 
「シリウス」（2017）
「iLung」（2018）
「OptMedical」（2019）
「Quastella」（2020）
「DELISPECT」「fcro」「vivola」（2021）

LINK-J 賞
慶應義塾大学医学部が主催する「健康医療ベンチャー大賞」や東京大学関連スタートアップが世界デビューをめざす
Todai To Texas（TTT）プログラムにて L INK- J賞を授与。

L INK- J×慶應義塾大学賞の受賞
「AEDi」（2018）
「GramEye」（2019）
「X-pain」（2020）
「THE RUMA」（2021）

LINK- J×TT T賞の受賞者
「BionicM」（2016）
「asEars」（2017）
「BUBBLE」（2018）
「NUTONE」（2019）
該当なし（2020）

育成・支援　　　　　　　　イベント・プログラムで「つながる」「育つ」

2016年の設立から実施されたイベント・プログラムの数は年々増加し、日本橋ライフサイエンス拠点における 
2019年一年間のイベント・プログラムの開催実績は 518 件。2020年 4月からは、オンライン配信がスタートし、
2021年には会場とオンラインを組み合わせたハイブリッドイベントも積極的に開催した。

シンポジウム ネットワーキング
2016 年より年に 3回のペースで 300名～ 500名規模のシ
ンポジウムを開催。再生医療産学官連携シンポジウムをはじ
め、AIや医療機器、ゲノムなどをテーマに、アカデミア、企業、
行政など各々の立場の登壇者が課題を議論。

起業の経験者や、研究・開発、経営、法律・財務など様々な領域
について卓越した L INK- Jサポーターと企画する旬なテーマを語る
交流イベント（ネットワーキング・ナイト）を開催。2020年からは
オンラインで「ネットワーキング・トーク」を実し、新たに政策キーパー
ソンシリーズや、デジタルヘルスWebinarなどのシリーズも展開。

再生医療産学官連携
シンポジウム（2016 -）

MEDTEC INNOVATION  
Symposium＆ Pitch（2018 -）

LINK- Jネットワーキング・
ナイト（2016 -）

政策キーパーソン
シリーズ（2021-）

連携イベント 育成プログラム
海外提携先団体やクラスターが一堂に会し、活動報告や取り組み
紹介を行う交流イベントを開催。東西 2つの「くすりの街」をつな
ぐ、双方向でのコミュニケーションを実現したプロジェクトを実施。
国内外のライフサイエンス領域のオープンイノベーションを促進。

大学や企業の研究テーマに対し、無料で、創薬研究等に関するよ
ろず相談「Out of Box相談室」（毎週金曜日）を実施。Sandboxと
は、医学生による情報発信。様々な背景を持つ学生・若者が集まり、
協働しながらアウトプットを創出。SCOOPプロジェクトでは、異分
野の学生・若者が協働して課題に挑戦するプログラムを支援。

UK Life Science Symposium
（2017 - ）

大阪道修町・東京日本橋
プロジェクト（2019 - ） Out of Box相談室（2016 - ） Sandbox・SCOOP

プロジェクト（2017 - ）

育成・支援
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研究開発
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商品開発
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20％経営者
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マーケティング6%

専門職
（医療・介護系）5%

営業 5%

学生 9%

専門職（その他）4%

情報システム 2%

法務・知財 2%

参加者の職種内訳
（L INK- J主催イベントでの参加例）

飛躍するベンチャー企業

株式会社 Biomedical Solutions

国内発の脳血管血栓除去デバ
イスの開発。大塚グループによ
る買収後、グローバル市場を
見据えて拡大中。

Ubie株式会社

AIを活用した医療現場の効率
化サービスを展開。ゼロからの
起業で関西電力の CVCから大
型資金調達。

Delta-Fly Pharma株式会社

モジュール創薬という独自のコ
ンセプトで新薬開発をするベン
チャー。2018年 10月に東証
マザーズへ上場。

サスメド株式会社

治療用アプリの開発、臨床試験
効率化のためのシステム開発。
2021年 12月東京証券取引所
マザーズ市場に上場。



7 8

国内外との連携

国内外 16か所の団体と提携しています（2021年 5月現在）。お互いのプログラムやイベントの相互開催、刊行物、
資料や情報の交換、双方の会員へのサービス提供、相互訪問、活動における共催・協賛、告知の協力などで覚書を結
んでいます。また、下記以外の団体や大学とも数々の連携をしています。

Kyoto University Research 
Center San Diego（KURC-SD）

「集まる・つながる・育つ・はばたく」ための場の整備（三井不動産）

東京・日本橋、大阪を主な拠点としてイノベーションを活性化させるための施設を整備しています。「コミュニケーショ
ンラウンジ」「カンファレンスルーム」「賃貸オフィス」「ラボ」などの設備を提供しています。

コミュニケーションラウンジ カンファレンスルーム
会員同士の交流の場、また、コミュニティのサードプレイスとして
もご利用頂ける場所を提供。貸し切りにて、イベント・懇親会など
での利用も可能。

各種ミーティングやライフサイエンス関連の用途での使用が可能。
音響、映像設備など、プレゼンテーションに必要な設備を用意。
東京 -大阪間をリアルタイムにつなぐ設備も備えている。

GLOBAL L I FESCIENCE HUB
コミュニケーションラウンジ

ライフサイエンスハブウエスト
コミュニケーションラウンジ

日本橋ライフサイエンスハブ
カンファレンスルーム

日本橋ライフサイエンスビルディング
201大会議室

スタートアップ向け 賃貸オフィス サービスオフィス
製薬企業が集積する東京日本橋、大阪道修町によりアクセスしや
すい場所に、スタートアップが利用しやすい小規模オフィスを用意。

起業や独立、日本法人設立など、1名から利用可能なサービスオフィ
スを整備。

日本橋ライフサイエンスビルディング2 日本橋ライフサイエンスビルディング7
5階エントランス

日本橋ライフサイエンスビルディング3
サービスオフィス

日本橋ライフサイエンスビルディング7
サービスオフィス

賃貸ラボ シェアラボ
コミュニケーションスペースやカンファレンスルームなど、各種設備
を備えた、「本格的なウェットラボ」と「オフィス」が一体化した賃
貸ラボ＆オフィスウェットラボ施設を用意。

日本橋ライフサイエンスビルディングの地下1階にあるシェア型ウ
エットラボ（Beyond BioLAB TOKYO：Byeond Next Ventures社が運
営）や、東京大学アントレプレナーラボの運営受託　（三井不動産）
などバイオ計実験設備を整備。

三井リンクラボ新木場1 三井リンクラボ柏の葉１
コミュニケーションラウンジ Beyond BioLAB TOKYO 東京大学アントレプレナーラボ

海外提携先（団体・組織名） MOU締結月 国内提携先（団体・組織名） MOU締結月

カリフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD） 2016年 5月 京都リサーチパーク株式会社 2017年 7月

BIOCOM 2016年 5月 公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 2018年1月

Eurobiomed 2017年 6月 慶應義塾大学先端生命科学研究所 2018年 4月

One Nucleus 2017年12月 川崎市 2018年 8月

MedCity 2018年 6月 横浜市 2019年 8月

カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA） 2019年 6月 大阪府 2020年 9月

Oxford University Innovation 2020年 7月 神奈川県 2020年 9月

デンマーク王国大使館 2020年11月

Medicen Paris Region 2021年 2月

京都大学サンディエゴ研究施設 2022年1月

海外連携先との取組み

UCサンディエゴから著名な研究者を誘致したイベントを毎年開催。マイクロバイオーム分野の第一線で活躍されているロブ・ナイト教授日
本初の講演（2018）や、システムバイオロジー（2019）、ナノメディシン（2020）、再生医療と神経科学をテーマに実施。シンガポールビジ
ネスツアー（2019）や南仏ビジネスツアー（2018）など海外へのビジネス機会を探索・協力する支援も実施。

再生医療と計算神経科学におけ
る最新の展望（2021）

L INK- J & UC サンディエゴ 
特別ウェビナーシリーズ（2021） L INK- J Breakfast Meeting（2017 -） 南仏ビジネスツアー（2018）
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設立後の流れ

2016年 3月 設立

6月 L INK-J設立記者会見＆オープニングイベントを開催

7月 カリフォルニア大学サンディエゴ校　日本橋拠点を開設

8月 会員募集開始

9月 第１回 L INK- J ネットワーキングナイトwith Supportersを開催

10 月 Out of Box相談室　開始

11月
• 第１回再生医療産学官連携シンポジウムを JSRM・FIRMと共催
• ZENTECH DOJO NIHONBASHI　協賛発表
• 東京都が支援拠点「東京都医工連携イノベーションセンター」を日本橋拠点を開設

12月 BRAVEアクセラレーションプログラム　協賛発表

2017年 2月 BRAVEアクセラレーションプログラム LINK- J賞受賞者とサンディエゴツアーへ誘致

3月 L INK- J会員数が100を突破

4月
• 日本橋ライフサイエンスビルディングにサービスオフィスフロアを増床
• コミュニケーションラウンジ（10階）を会員専用ラウンジとして本格運用
• 日本橋ライフサイエンスビルディング 2にベンチャー企業向け小割区画オフィスフロアを増床

5月 単独の主催で行う初のシンポジウム「AI× LIFESCIENCEシンポジウム」を開催。

7月 • KRPと相互提携の覚書を締結
• 仏ライフサイエンス団体 EurobiomedとMOUを締結

11月 「医療機器×グローバル シンポジウム」内でピッチコンテストや展示を同時開催

12月 欧州最大規模の英国ライフサイエンス団体One NucleusとMOUを締結

2018 年 １月 UC サンディエゴ 著名研究者招致 シンポジウム「マイクロバイオームの研究開発の最前線」開催

2月 • 公益財団法人 先端医療振興財団と相互提携の覚書を締結
• 九州大学が日本橋ライフサイエンスビルディング内に「九州大学日本橋サテライト」を開所

3月 • LINK-J、個人・法人含めた会員数が 200を突破
• 「Eurobiomed 南仏ビジネスツアー」に参加

4月 慶應義塾大学先端生命科学研究所と相互提携の覚書を締結

5月 • 第 4の拠点となる東硝ビルを開設
• 日本橋ライフサイエンスビル1階などのリニューアルを含む改修を発表

6月
• 「ゲノムの可能性～新産業創出への挑戦～」シンポジウムを開催
• 英国ライフサイエンス分野のアカデミア組織 MedCityとMOUを締結
• 厚生労働省「医療系ベンチャー・トータルサポートオフィス（MEDISO）」が日本橋ライフサイエンスビルディ
ングに開設

8月
• 川崎市とライフサイエンス領域に関する相互提携の覚書を締結
• KRPにて「医療系ベンチャー エコシステムの構築・進化に向けて in京都」開催
• BSフジ『 JAPAN MOVE UP！日本橋に集まるライフサイエンスの知』にて L INK- Jの取り組みを紹介

9月 慶應生命科学研究所と山形県鶴岡市にて「鶴岡サイエンスパーク視察ツアー」を開催

10月 三井不動産が日本橋でシェア型ウェットラボを含め、ライフサイエンス拠点を大幅に拡大
ライフサイエンス系ベンチャー企業への LP投資にも本格参入

11月 「メドテック・イノベーションシンポジウム＆ピッチ」を開催

12月 L INK- J会員数が 300を突破

2019年 2月 日本橋ラボ施設（Beyond BioLAB TOKYO、日立再生医療技術支援施設）見学ツアーを実施

3月 • シンガポール ライフサイエンス ビジネスツアーを開催
• 上野ビル（日本橋ライフサイエンスビルディング7）8階に L INK- Jコミュニケーションラウンジがオープン

5月
•  「賃貸ラボ＆オフィス」（三井のラボ＆オフィス）事業開始。L INK- Jと三井不動産の連携により、ハードとソフ
トを一体で研究開発環境の課題解決に貢献することを発表

• 「がん医療ののイノベーション」シンポジウムを開催
• 東北大学の現地を周る「東北大学連携視察ツアー」を開催

6月 カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）と MOU（提携に関する覚書）を締結

8月 横浜市とライフサイエンス領域に関するMOU（提携に関する覚書）を締結

9月 「第１回デジタルヘルスセミナー～デジタルメディスンの新たな展開～」を大阪開催の主催イベントとして初めて
行う。東京と大阪でセミナーの同時中継配信を開始

10月 日本橋ライフサイエンスビルシリーズが「日本橋本町三丁目ビル」を入れて、合計 9拠点となる

11月 L INK-J会員数が 400を突破

12月 日本橋のライフサイエンスビルシリーズの入居者が 100社・団体を突破

2020年 3月 新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント中止・延期が相次ぐ

4月 初のオンラインイベントである「サポーターと語る会特別編『有事の際のスタートアップの心得』」を開催。以後、
オンラインイベントを継続していく

5月 新型コロナウイルス感染症関連情報ポータルサイト開設

6月 L INK- J オンラインシンポジウム「細胞・遺伝子治療―遺伝子解析のその先へー」を開催

7月 Oxford University Innovation（OUI）とMOU（提携に関する覚書）を締結

8月 事務所を日本橋アイティビルに移転

9月

• 大阪府とライフサイエンス領域に関する相互提携の覚書を締結
•  関西でライフサイエンス領域の交流・連携促進を行うため LINK-J WESTを始動 三井不動産は大阪に新拠点「ラ
イフサイエンスハブウエスト」を開設　記者会見をハブウエストで実施 同時中継を行う

• 若手研究者のためのスタートアップによるキャリアフォーラムを開催
• 神奈川県とライフサイエンス領域に関するMOU（提携に関する覚書）を締結

11月 デンマーク王国大使館と 提携に関する覚書（MOC）を締結

12月 グローバルな連携の促進を目的とした、東京・日本橋 10か所目のライフサイエンス拠点 日本橋室町三井タワー
に「GLOBAL LIFESCIENCE HUB」開設

2021年 1月 L INK- J & UC サンディエゴ 特別ウェビナー、ジョイントウェビナーを開催

2月 • Medicen Paris Region（MPR）とMOU（提携に関する覚書）を締結

5月
•  三井不動産は、大阪・中之島の未来医療国際拠点における「産学医連携ベンチャーエコシステム」運営事業
者に決定 L INK- Jとともに大阪におけるエコシステム構築の支援を進めることを発表

• 東京・日本橋ライフサイエンス拠点が15拠点に到達

7月 LINK-Jが、会員向けワクチン職域接種を実施。会員・東京日本橋の医師等と連携した接種体制構築、 ベンチャー
企業等小規模法人を対象（7月、8月にワクチン接種の1回目、2回目を実施）

11月 L INK-J会員数が 500を突破。新たな会員向けサービスを開始。

2022年 1月 京都大学サンディエゴ研究施設とMOU（提携に関する覚書）を締結

2月 三井不動産が「三井のラボ＆オフィス」事業初の「シーズ近接型」 「三井リンクラボ柏の葉１」オープン

3月 設立 6周年


